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Ⅰ 計画の位置付け等 
 

１ 策定の目的 

この計画は、国が平成２５年度に策定した「インフラ長寿命化基本計画」および県が平成

２７年度に策定した「福井県公共施設等総合管理計画」（令和４年３月中間見直し）に基づ

き、類型ごとの具体の対応方針を定める長寿命化計画（個別施設計画）である。 

予防保全的な維持管理や計画的な修繕等を効果的に実施し、利用者の安全・安心を確保す

るとともに、施設の長寿命化を推進し、ライフサイクルコストの縮減や費用の平準化を図

る。 

 

 

 

 

２ 対象施設 

福井県立大学が保有する永平寺、あわら、小浜、かつみの４つのキャンパスおよび教職員

住宅の施設を対象とする。 

令和８年度より勝山キャンパス、令和９年度より福井まちなかキャンパスを対象に加え

る。 

 

３ 計画期間 

本計画は、福井県公共施設等総合管理計画の推進にあたり、類型ごとの具体の対応方針を

定めるものであることから、計画期間の終期は、第４期中期計画（令和７年度～令和１２年

度）期間である令和１２年度とする。 

なお、計画期間内であっても、各対象施設の状態は、経年劣化等によって時々刻々と変化

することから、本計画は適宜見直すものとする。  
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Ⅱ 対策の方針 
 

１ 基本的な考え方 

施設の老朽化が進む中、本学に求められる機能を確保するために、定期的な巡回を行い、

施設・設備の状況把握や劣化進行等を確認するとともに、専門業者による点検・診断を行い

その結果を踏まえた計画の策定や日常的な修繕・大規模な改修等の対策を実施している。 

 

これらの取組みを継続すると共に、省エネルギーの考え等を取入れたトータルコスト 

の縮減と平準化など効果的・効率的に施設の長寿命化を図り、施設の健全性および安全性の

確保に努めていく。 

 

また、施設を改修する際には、大学施設を誰もが安全に安心して利用できるよう、ユニバ

ーサルデザインの視点を取り入れた施設整備に努める。 

 

２ 対策の優先順位の考え方 

  大学の施設において、それぞれの優先度を考慮しながら、施設を構成する部位・設備の

特性に応じた計画的保全を実施することとする。 

優先する修繕 

（予防保全の観点から特に優先して実施） 

通常の修繕 

（劣化状況を勘案しながら計画的に実施） 

・劣化により躯体への直接の影響が生じ

る部位・設備 
 
 計画的な保全を行わず、損傷してから修理

を行った場合、基礎・柱・梁等の躯体への

劣化・損傷を招き、建物自体の寿命を縮め

ることになりかねない部位・設備（屋根、

外壁等）については、早期段階で計画的に

修繕を行うことで、トータルコストの縮減

を図る。 

 

・劣化により教育研究活動への影響が 
考えられる部位・設備 

 
教育研究環境を構築する根本的な部位・設

備（電気設備、空調設備等）については、利

用不能となってから修理を行った場合に教

育研究環境へ重大な影響を及ぼすため、定

期点検結果をもとにした修繕を確実に実施

する。 

 

・劣化による躯体や安全性への影響が 

小さな部位・設備 
 
 損傷・故障等した場合でも、躯体や安全

性、施設機能への影響が少ない部位、設備 

（内部建具等） 
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Ⅲ 施設ごとの対策 
 

１ 施設ごとの課題と対策 

（１）永平寺キャンパス 

①建築物 

法定耐用年数の半分が経過しており、外壁・屋上防水に劣化が見られる。建物を長期

にわたって使用していくため、劣化した部分を計画的に改修していく必要がある。また、

断熱性強化等の省エネルギー対策、建物用途の変化への対応にも配慮した計画としてい

くことが必要である。 

②電気設備 

  製造者が更新を推奨している使用年数（以下、「標準耐用年数」という。）を超えて使

用していることが多く、特に電線等の配線資材の劣化により漏電・感電事故に繋がる恐

れがある。また、省エネルギーに配慮した改修・更新計画が必要である。 

 ③空調設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、故障の増加も見られる。夏季の気温

上昇傾向を考慮し、計画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、環境対策（冷

媒ガス）や省エネルギーに配慮することが必要である。 

 ④ガス設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、腐食や地震による破損でのガス漏れ

事故が懸念されるため、継続的に点検を行い、劣化状況を把握し、対応する必要がある。 

 ⑤給排水衛生設備 

  給水設備・排水設備は、標準耐用年数を超えて使用していることが多く、省エネルギ

ーや節水性、配管の腐食や耐震性に考慮した更新計画が必要である。また、衛生設備の

仕様は、居住性に直結するため、学生生活の快適性にも配慮することが必要である。 

⑥研究用設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、適時性の高い研究が行えるよう、計

画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、省エネルギーに配慮することが必

要である。 

 ⑦外構 

  外構施設（駐車場、グラウンド施設等）は、標準耐用年数を超えて使用しているため、

地盤の変状および腐食の程度等に留意し、計画的に修繕することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 118,723 118,723

②電気設備 115,679 67,157 120,814 385,000 25,810 714,460

③空調設備 70,785 24,004 114,962 200,060 409,811

④ガス設備 0

⑤給排水衛生設備 16,286 113,000 129,286

⑥研究用設備 0

⑦外構 10,000 10,000

合計 115,679 83,443 310,322 409,004 263,772 200,060 1,382,280

永平寺キャンパスの対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）
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（２）小浜キャンパス 

①建築物 

法定耐用年数の半分が経過しており、外壁・屋上防水に劣化が見られる。建物を長期

にわたって使用していくため、劣化した部分を計画的に改修していく必要がある。また、

断熱性強化等の省エネルギー対策、建物用途の変化への対応にも配慮した計画としてい

くことが必要である。 

②電気設備 

標準耐用年数を超えて使用していることが多く、特に電線等の配線資材の劣化により

漏電・感電事故に繋がる恐れがある。また、省エネルギーに配慮した改修・更新計画が

必要である。 

 ③空調設備 

標準耐用年数を超えて使用していることが多く、故障の増加も見られる。夏季の気温

上昇傾向を考慮し、計画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、環境対策（冷

媒ガス）や省エネルギーに配慮することが必要である。 

 ④ガス設備 

標準耐用年数を超えて使用していることが多く、腐食や地震による破損でのガス漏れ

事故が懸念されるため、継続的に点検を行い、劣化状況を把握し、対応する必要がある。 

 ⑤給排水衛生設備 

給水設備・排水設備は、標準耐用年数を超えて使用していることが多く、省エネルギ

ーや節水性、配管の腐食や耐震性に考慮した更新計画が必要である。また、衛生設備の

仕様は、居住性に直結するため、学生生活の快適性にも配慮することが必要である。 

⑥研究用設備 

標準耐用年数を超えて使用していることが多く、適時性の高い研究が行えるよう、計

画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、省エネルギーに配慮することが必

要である。 

⑦外構 

外構施設（駐車場、グラウンド施設等）は、標準耐用年数を超えて使用しているため、

地盤の変状および腐食の程度等に留意することが必要である。 

 

 

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 10,114 10,114

②電気設備 13,090 22,770 35,860

③空調設備 94,080 37,529 131,609

④ガス設備 0

⑤給排水衛生設備 3,630 3,630

⑥研究用設備 0

⑦外構 0

合計 0 120,914 0 0 60,299 0 181,213

小浜キャンパスの対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）
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（３）あわらキャンパス 

①建築物 

建物を長期にわたって使用していくため、劣化した部分を計画的に改修していく必要

がある。また、断熱性強化等の省エネルギー対策、建物用途の変化への対応にも配慮し

た計画としていくことが必要である。 

②電気設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、特に電線等の配線資材の劣化により

漏電・感電事故に繋がる恐れがある。また、省エネルギーに配慮した改修・更新計画が

必要である。 

 ③空調設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、故障の増加も見られる。夏季の気温

上昇傾向を考慮し、計画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、環境対策（冷

媒ガス）や省エネルギーに配慮することが必要である。 

 ④ガス設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、腐食や地震による破損でのガス漏れ

事故が懸念されるため、継続的に点検を行い、劣化状況を把握し、対応する必要がある。 

 ⑤給排水衛生設備 

  給水設備・排水設備は、標準耐用年数を超えて使用していることが多く、省エネルギ

ーや節水性、配管の腐食や耐震性に考慮した更新計画が必要である。また、衛生設備の

仕様は、居住性に直結するため、学生生活の快適性にも配慮することが必要である。 

⑥研究用設備 

標準耐用年数を超えて使用していることが多く、適時性の高い研究が行えるよう、計

画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、省エネルギーに配慮することが必

要である。 

 ⑦外構 

  外構施設（駐車場、圃場等）は、標準耐用年数を超えて使用しているため、地盤の変

状および腐食の程度等に留意することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 30,925 30,925

②電気設備 6,442 10,796 9,801 8,011 35,050

③空調設備 1,792 1,792

④ガス設備 0

⑤給排水衛生設備 6,086 6,086

⑥研究用設備 0

⑦外構 0

合計 12,528 10,796 9,801 0 9,803 30,925 73,853

あわらキャンパスの対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）
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（４）かつみキャンパス 

①建築物 

建物を長期にわたって使用していくため、劣化した部分を計画的に改修していく必要

がある。また、断熱性強化等の省エネルギー対策、建物用途の変化への対応にも配慮し

た計画としていくことが必要である。 

②電気設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、特に電線等の配線資材の劣化により

漏電・感電事故に繋がる恐れがある。また、省エネルギーに配慮した改修・更新計画が

必要である。 

 ③空調設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、故障の増加も見られる。夏季の気温

上昇傾向を考慮し、計画的に更新していく必要がある。更新にあたっては、環境対策（冷

媒ガス）や省エネルギーに配慮することが必要である。 

 ④ガス設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、腐食や地震による破損でのガス漏れ

事故が懸念されるため、継続的に点検を行い、劣化状況を把握し、対応する必要がある。 

 ⑤給排水衛生設備 

  給水設備・排水設備は、標準耐用年数を超えて使用していることが多く、省エネルギ

ーや節水性、配管の腐食や耐震性に考慮した更新計画が必要である。また、衛生設備の

仕様は、居住性に直結するため、学生生活の快適性にも配慮することが必要である。 

⑥研究用設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、また、海水を扱う施設であるため、

設備劣化の進行が速い。劣化への対応に加え、適時性の高い研究が行えるよう、計画的

に更新していく必要がある。更新にあたっては、省エネルギーに配慮することが必要で

ある。 

 ⑦外構 

  外構施設（駐車場等）は、地盤の変状に留意し、計画的に修繕することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 0

②電気設備 38,932 38,932

③空調設備 10,056 10,482 4,180 24,718

④ガス設備 0

⑤給排水衛生設備 17,754 17,754

⑥研究用設備 17,671 17,671

⑦外構 26,485 26,485

合計 26,485 66,742 17,671 0 10,482 4,180 125,560

かつみキャンパスの対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）
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（５）教職員住宅 

①建築物 

法定耐用年数の半分が経過しており、外壁・屋上防水に劣化が見られる。建物を長期

にわたって使用していくため、劣化した部分を計画的に改修していく必要がある。また、

断熱性強化等の省エネルギー対策、建物用途の変化への対応にも配慮した計画としてい

くことが必要である。 

②電気設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、特に電線等の配線資材の劣化により

漏電・感電事故に繋がる恐れがある。省エネルギー性にも配慮して更新することが必要

である。 

 ④ガス設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、腐食や地震による破損でのガス漏れ

事故が懸念されるため、継続的に点検を行い、劣化状況を把握し、対応する必要がある。 

 ⑤給排水衛生設備 

  標準耐用年数を超えて使用していることが多く、省エネルギーや節水性、配管の腐食

や耐震性に配慮することが必要である。 

⑦外構 

  外構施設（駐車場等）は、標準耐用年数を超えて使用しているため、地盤の変状およ

び腐食の程度等に留意することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 12,760 12,760

②電気設備 0

③空調設備 －

④ガス設備 0

⑤給排水衛生設備 0

⑥研究用設備 －

⑦外構 0

合計 0 0 12,760 0 0 0 12,760

教職員住宅の対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）
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２ 対策費用の概算                     

（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

. 

施設の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

永平寺キャンパス 116 83 310 409 264 200 1,382

小浜キャンパス 0 121 0 0 60 0 181

あわらキャンパス 13 11 10 0 10 31 74

かつみキャンパス 26 67 18 0 10 4 126

教職員住宅 0 0 13 0 0 0 13

合計 155 282 351 409 344 235 1,776

設備の区分 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12
計画期間

合計

①建築物 0 10,114 131,483 0 0 30,925 172,522

②電気設備 122,121 129,975 130,615 385,000 56,591 0 824,302

③空調設備 0 104,136 70,785 24,004 164,765 204,240 567,930

④ガス設備 0 0 0 0 0 0 0

⑤給排水衛生設備 6,086 37,670 0 0 113,000 0 156,756

⑥研究用設備 0 0 17,671 0 0 0 17,671

⑦外構 26,485 0 0 0 10,000 0 36,485

合計 154,692 281,895 350,554 409,004 344,356 235,165 1,775,666

大学施設の対策内容・実施時期・対策費用　　　　　　　　（単位：千円）


